
都立大島海洋国際高等学校長 殿
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○本船動静

18日13時05分～16時05分生物調査実習実施

19日09時00分～11時30分生物調査実習実施

【学校側コメント】
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　昨日は10時半過ぎに鳥島着。到着に合わせて底魚釣り実習の準備、13時から釣り実習開始。昨日の海

況は南寄りの風、10m/ｓ前後。釣り実習には最適の海況でした。但し、潮流が思いのほか速く、本来な

らば南寄りの風を受けて北方に流されるのに風よりは潮流の方が勝り、南寄りに船は移動していまし

た。こういう条件下での操船は難儀ですが、船長は上手く潮の流れを読んで、竿先から垂れる道糸がな

るべく竿先の真下に来るように操船していました。それであれば魚群探知機に表示された魚が釣れても

良いのですが、魚はその時の潮加減等で口先に餌があっても食べる行為をしないことが往々にしてあり

ます。昨日は潮周りが悪く釣果は今一つでした。それでも大型のカンパチ、同じように大きめのハマダ

イ（通称：オナガ）が船上に上がった時は、生徒は一応に喜びの声を上げていました。本日も引き続

き、08時30分～釣り実習準備開始でした。午後も実習は行います。本日の釣果は明日のコメントの中で

紹介します。

　この航海実習も今日を入れて残すところ、あと3日間です。今朝の起床点呼時に教官からは「今日をい

れて3日間。21日、下船するその時まで悔いを残さぬように、声を出し、目の前の実習には全力で取り組

み、そして大いなる感謝の気持ちを込めて日々の清掃も最後の大掃除も綺麗に確実に行うように！」そ

んな訓示がありました。夕方には大島岡田港向けになります。風向は南寄りですので、往路のように大

きく縦揺れすることはありません。風を斜め後方から受けますので船体動揺はゆったりとした横揺れに

なります。1昼夜で岡田港です。生徒諸君は教官訓示にあったように、悔いを残さぬよう頑張って欲しい

と思っています。
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